
Windows Server Update Services（WSUS）監視

BOM7.0SR2になって、さらに進化しました。
最新OSに対応し、基盤に必要かつ正確な監視
機能を追加し、システムの健全性を確保します。

Windows10 は、機能更新と品質更新の
バージョンアップが定期的におこなわれ
ますが、企業においては互換性やネット
ワーク負荷などから更新を制御する必要
があります。

Microsoft が無償で提供する WSUS は、
この制御を実現するものですが、これを
監視することで、サーバー環境全体の
健全性、安定性が図れます。

監視内容：必要サービスの監視
 　 異常イベントログの監視
 　 WSUS特有のストレージ容量の監視
 　 リカバリー処理（ファイル削除）の監視

ハードウェア監視

Version 7.0 SR2 Windows Server 2019 対応

サーバーが搭載している iLO5 に接続し、出力される情
報を取得、監視することで、ハードウェアの健全性の
維持に効果を発揮します。

ハードウェア障害を的確に把握し、その情報を、サーバー
のメーカーに提示することで、より効率的かつ効果的
な対応が可能です。

iLOのREST API経由のハードウェア監視は
カスタム監視拡張機能になります。

「WSUS正常性監視のポイント」（山市良著）に基づいた監視テンプレートです。
詳しくは、HPをご覧ください。
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イベントログ監視において、その管理情報を監視
することで、システムの健全性を確保します。

管理情報の異常を検知すると自動で復旧、正常に
監視を継続します。

オブジェクトストレージ拡張機能 イベントログ監視自動復旧

「EV自動復旧機能」テンプレートオブジェクトストレージのエンドポイントを指定

通知アクション項目および通知項目のメール
送信アクションについて、Office 365 のメール
サーバーからメールを送信できるようになります。

AWS S3に加え、AWS S3準拠のオブジェクト
ストレージ*の容量監視やファイル送信ができます。

クラウドの運用では、コストや他の理由から定期
的にインスタンスを起動/停止することはよく
あります。
スケジュール機能で監視の有効/無効を制御し、
監視の健全性を実現します。

Microsoft Office 365 メール対応 集中監視コンソールのスケジュール機能

Office 365 メールサーバでの送信を
SMTP詳細設定に追加 ポーリングの有効/無効でスケジュール切替


